
会津駒ヶ岳（2133m）登山報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    中の岳から越後駒の稜線 奥に八海山をみる 

 

期 日 2021 年 4 月２３日（金）～２５日（日） 

参 加 石川 誠 佳子 

行 程 4/23 日（晴）自宅７:３０発-川口ＪＣ-東北道・西那須野塩原ＩＣ-国道３５２号線

-桧枝岐村 民宿「こまどり」１４:３０着 

 

        渋滞もなくスムースに東北道に入り 西那須野・塩原 ＩＣを降りて 沼田街道に入り 

桧枝岐川沿いに桧枝岐村民宿に入る。街道筋には桜が咲いて、山並みは 

     残雪の縞模様と新緑に映えて美しい。村の共同浴場「燧ノ湯」で入浴。 



 

 

 

 

 

 

      登山口                  滝沢登山口（林道入り口） 

 

 

 

 

 

 

下部樹林帯を行く                 急登となる。 

 

4/24 日 （晴） 民宿 6:30 発-滝沢登山口 6:25st-林道～6:55 近道経由登山口 7:05 

—9:00 水場 9:15-11:15 展望ベンチ 11:30-12:45 頂上 13:30-往路下山-16:30 

登山口-16:45-17:15-滝沢登山口-民宿 17:20 着 

  

   会津駒ヶ岳の登山口・滝沢登山口は、民宿を出てすぐの処にある。まだ林道は通行止めと 

言う事で、登山者の車は入口に止めてあった。 



林道を入ってからすぐに道路上には雪が残り、しばらく登って行く、近道の赤いテープの 

表示があり、取り付き点への道を行く。30 分位歩くと林道に合流して、はしご段のある登山 

口に着いた。 

ここから急な階段を上って、樹林帯に入る。雪が残る樹林帯を急登して水場へと案内して 

くれる。段々雪が多くなる。 

 

 

 

 

 

       

展望台から望む                 なだらかな雪原を頂上へ 

宿の主人が言うには 4/18 日頃に雪が降ったという。のんびり壺足で所々急な斜面に注意 

しながら歩を進める。 

樹林帯の中で風が無く､暑い。登山者は、宿で同宿した千葉から来た 4 人パーテイーが先行 

する。三々五々登山者が増えてくる。中にはスキー板を担いで登っている。 

やがて時間的に水場らしいところに出るがすべて雪の中である。 

さらに進んで行くと 木間から燧岳・至仏山が見えてきて、しばし疲れを癒してくれる。 

植生が広葉樹林帯から針葉樹林帯に変わってくると展望が開け、右手上方になだらかな 

会津駒が見えてくる。  

夏場だと駒の大池に会津駒を写し周辺にはハクサンコザクラやチングルマが咲き誇って 



いるとのことである。 

しかし、今はすべてなだらかな雪原となって緩やかに頂上が見える。 

駒の小屋は此処からすぐ上にあり、雪に半分埋まっていた。 

 

 

 

尾瀬の燧岳と至仏山 

 

 

 

 

 

 

                 平ヶ岳 登ってみたい山 



 

   雪に埋まる山小屋            中門岳への稜線・天気最高 

                                           

          

 

      

会津駒ケ岳頂上で 

 

 

天気のよい春山は最高だね 

 

                              中門岳への稜線 



 踏み跡は小屋の下の雪原をトラバースして頂上へと続いている。 

 途中からは平が岳～中の岳・越後駒への稜線が見え、奥には八海山の山並みが雪に輝いていて 

 感動ものであった。のんびりと頂上への道を辿って会津駒ヶ岳の頂上に辿り着く。 

10 人位の登山者が休んでいた。 

頂上から中門岳への稜線は緩やで、真っ白い布を被せた様な綺麗な稜線を見ることができた。 

ここでしばらく 360 度の絶景を楽しむ。 

コロナ感染状況下、本当に久しぶりに春山を満喫できたことに感謝の気持ちが湧いてきた。 

中門岳は時間的に遅くなるので諦め頂上を後にする。 

下山も元来た道を下って行く。 展望台から緩やかな雪面を下ってゆくと徐々に勾配 

が急斜面となってゆく。下りはアイゼンを付けて腐ってきた雪に注意しながら下る。 

標高 1500m 地点から下の急な雪面では、夏場は問題ないと思うが、春は雪面や、標識に 

注意する必要を感じる。場所によっては、所々踏み跡が乱れ、ワンデリングしていて、ともする

と、急な沢筋に降りてしまうので注意したいところだ。 

実際に沢筋に紛れ込んでしまったり、枝尾根を下ってしまう例もある様だ。 

階段の有る登山口に付き、林道を戻って滝沢登山口に辿り着く。 

宿へ戻る途中の道筋で、沢沿いに生えているフキノトウを採取しながら家への土産とする。 

 帰宅後早速フキ味噌にして食べた、春の香りと一種独特の味で美味しく食べることができた。 



雪解け水を集めて流れる上ノ沢            オオシラビソの樹間に会津駒 

 

4/25（晴・時々雨）民宿 8:30 発-往路帰宅 4:30 自宅着 

お世話になった宿を 8:30 に出発し、元来た道を戻る。途中から小雨が降ったりやんだり 

天気は安定しなかったが、高速に乗る頃にはその雨も上がってくれた。 

今日登る人たちは、雨に降られて苦労しているのではないかと思う。 

途中道の駅で地元のドレッシングなど土産を買い、14:30 頃帰宅する。 

また、春山の良い思い出が 1 つ増え、齢 78 歳、無事歩けた事に感謝する。 

 

石川誠 記 

  情報 ① 宿で泊まったバスの運転手さん、会津田島から桧枝岐迄、始発 6:30 分のバス 

を運転するために、27 年間交代で宿泊してきたが、バスのダイヤ改正で 

4 月末でもう泊まりはなくなるとのことだった。長い間ご苦労様でした。 

     ② 桧枝岐歌舞伎は毎年 5/12 日と 8 月に開催するが、今年はコロナ関連で宿泊者 

限定で観覧して貰うとのことだった。 

     ③ 御池への道路は 4/28 日～開通すると村の有線で放送していた。 


